
第４回敦賀警察署協議会 

 

開 催 日 時 令和３年１２月２２日 (水) 午後２時３０分～ 

開 催 場 所 福井県敦賀警察署 

出 席 者 
敦賀警察署協議会委員７人 

敦賀警察署員１０人（署長、副署長等） 

協 議 会 の 概 要 

１ 会長挨拶 

２ 署長挨拶 

３ 敦賀警察署の取組状況説明 

(1) 交通課 

  ア  子どもと高齢者の安全確保 

  イ  悪質な交通違反の取締り 

(2) 生活安全課 

ア  防犯カメラ等の設置促進 

イ 各種広報媒体を活用した犯罪情報等の情報発信 

  ウ  子ども、女性、高齢者を守る対策 

(3) 地域課 

  ア  交番連絡協議会等と連携した活動の推進 

    イ  ミニ広報紙の作成、発行 

ウ  巡回連絡の実施 

２ 質疑・応答等 

 〇 委員： 交通課の速度取締については、どの辺りでされたのか。 

 ● 警察： 若狭町のみそみ小学校周辺がゾーン３０、制限速度３０キロに指定され

ており、そこで可搬式オービスによる取締を２日間行ったが、速度違反は

なかった。 

       これからも速度違反については、ドライバーに取締の姿を見せながら、

注意喚起していく。 

 〇 委員： 敦賀市では、ドライブレコーダーを設置した車の登録制度があると聞い     

      ているが、美浜町や若狭町でもそういった活動が広がっているのか。 

● 警察： 敦賀市では、「見守るカー敦賀」という名称で活動を行っていることを 

     承知しており、この活動に敦賀警察署でも連携し、登録台数も年々増加し 

ている。美浜町や若狭町にも働きかけを行っていきたい。 

       なお、各種防犯講習会等では、ドライブレコーダーがあおり運転だけで 

      はなく、防犯カメラとしての役割も果たすことも紹介しつつ、広く住民の 

方に設置を呼び掛けている。 

〇 委員： 防犯カメラを取り付ける場合、具体的な費用や、取り付ける業者を紹介 

 

 



     してくれるとか、補助金の有無等について警察署でアドバイスしてくれる 

ようなことはあるか。 

● 警察： 現在、当署管内では事業者が設置する防犯カメラへの補助金制度はない 

が、自治会が設置運用する防犯カメラについては、管内の各市町において 

補助金制度があり、どの市町でも１台当たり上限１０万円を補助している。 

設置にあたっては、プライバシーへの配慮等が必要なことから、警察で 

      も設置場所等のアドバイスを行っている。 

〇 委員： 警察として防犯カメラを設置して欲しい場所はあるか。 

       特殊詐欺の広報で使用する媒体は何が良いと考えているか。 

● 警察： 防犯カメラについては、犯罪の発生が予想される場所や通学路等に設置 

     してもらえるとありがたいが、車上ねらい等の犯罪はどこで発生してもお 

かしくない現状にあるので、広く普及していくことが望ましいと考えてい 

る。 

     特殊詐欺の広報については、出来る限り多様な広報媒体を使用すること 

により、様々な受け手の方に情報が流れていくと認識している。 

 〇 委員： 横断歩道の取締については、日々様々な場所でされているのか。 

● 警察： 最近では、年末の交通安全県民運動期間中に横断歩道での歩行者妨害の

取締りを行っている。 

       取締以外でも、横断歩道における街頭監視活動を定期的に行い、取締と 

監視活動の両面での取組を行っている。 

 

 


